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１

　

研 究

　

目 的

　

生活時間構造は， 生活の時間的経過を主要因として
分析する． 生活は， 家族状況，

居住条件， 生

活水準， 消費材の所有状況また生活
意識などの構造要因によって成立しているために， 主婦の就労

によって１日あるいは１週間の生活時間構造が変わる． これは基本的には資
本主義経済における労

働時間， 労働条件のあり方が索引車と
なっているからに他ならない， それ故にこそ家

庭管理上の問

題も指摘される． 今日家事以外の仕事に
就労する主婦が増加傾向にあり， 家族の生命と労働力を維

持発展させる家庭の社会的文化的任務を正しく位置づけるため， 主婦の職業有無別， 平日休日別
生

活時間構造を検討し， 主婦の生活内容の改善向上に寄
与したいと考えた．

　

この際最長の全労働時間を総労働とし，四分位値を求め，トータル
な指標には休養率を算出した．

　

昭和４５年に同様の主旨で全国的に調査した生活時間構造の調査結果では，主婦の職業有無別が，

都市規模別， 地域別の条件を上廻って， 家
事労働時間に影響していた（６） 中都市に住む無職の

主婦の平日の家事労働時間は９時間，休日では７時間２６分であっ
たのに対し，勤務をもつ主婦は，

平日で３時間３９分， 休日で７時間１０分， 内職の
主婦では， 平日５時間２４分， 休日で

６時間２９分

と差があった． 家族人数でいえば，
６人以上で家事労働時間の増大がみられ， 大都市に住む主婦の

平日においてのみ有意差が大きかった．昭和４５年は我国経
済の高度成長期にあたり，主婦の就労が

飛躍的に増大した頃であったが，その後オイルショック，
低成長期と， この１０年間の社会的情勢の

変化は大きい．

　

そこで， ちょうど１０年を経た今日， 当
時の調査と同一地域， 同一対象校の生徒の母親に対

し， 生

活時間調査を行なって， 時間構造の変容を観察すること
とした．１０年前の調査は， 家

政学分野での

大規模な調査として知られているが， これを追跡的に使った
調査は未だない．

１工 調査方法及び対象

追跡的試みであるため， 昭和４５年に調査対象となった函
館市Ｍ中学校の中学生の母親６５人を被

調査者とした．
昭和５４年７月２日（月）から７月１１日（水）までの１０日間の任意の平日１日と， 休日１日を選

択させ，１０分きざみの時間調査表を配布し，
留置目計式によって記録させた．回収後（回収率１００

％）

点検， 整理し， 個票を確実なものとし，
別居で母親年齢不明２枚， 時間記録の不備， 平日休

日とも

に記入をしなかったもの６人分を除き，５９人，１１８枚を有効票として
使用した． その結果， 調査表

はすべて， 平日は昭和５４年７月１０日（
火）， 休日は８日が調査日となってい

た．被調査者の平均年

令は， ４０，４５才， 平均の家族数は４．５人である．

　

家族の特徴は次のようである．

　

７入家族のもの３世帯， ともに祖母同居である． 居住別では
二階建持家が２世帯， 同借家が１世

帯である．

（３２）
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６人家族は６世帯， 祖父母同居１世帯， 祖母同居２世帯，５人家族は１８世帯，うち祖母同居は５

世帯， 他は， 家族周期第１１期の「夫婦と未婚の子」 の構成である．

　

対象者数のほ １ゞ／６の家庭に祖母同居があり， 祖父同居は僅かに１世帯，１／５９にすぎない． まさ

に現代を象徴しているようだ． なお，３４人が， 持家居住， １人が社宅居住， 他は借家居住である．
また持家居住のうち２５人が， 二階建に， ４人が店舗併用の住宅に住んでいた。

　

１０年前の比較資料には， 地方別・都市規模別主婦の生活時間調査（６）の函館分１３０枚を， 再度

点検整理し集計して使用した． この担当者は著者であった．
調査の目的に添い， 調査項目， 集計方法を同一にし， 表記も出来るだけ揃えるようにつとめた．
生活条件の変化から当然予測出来る項目について一部修正をした．
集計にあたっては， 北教大函館分校ＨＩＴＡＣＩＯを使用した．
調査対象の内訳は次の通りである．

１１１

　

昭和５４年，４５年主婦の職業有無別， 平日休日別生活時間

　

昭和５４年調査結果を表１に，同４５年調査結果を表２に示した．４５年調査結果は以下４５年値とす

る．

　

生理的時間は１から３まで， 労働時間は４から７まで， 家事労働時間は８から９まで， 社会的文

化的時間は１４から１９までの項目とし， それぞれ小計を算出し， 最後に休養率を加えた． 休養率は

次の式による．

睡眠時間十余暇時間×０，８休養率＝
職業労働時間十家事労働時間×ｏ，８十余暇時間Ｘ０，４

１． 総労働について

総労働を，平日休日別の平均でみれば，休日で４５年値より１３分減少，平日で１時間４４分の増と

なった（表３）．家事労働は１０年前より平日で１時間３０分減少し５時間５４分，休日は１時間１０分

減少し５時間５１分である．
家事以外の増加は， 内職， 自営， 勤務等による増であり平日の総労働が増えている． 休日には，

内職主婦の労働時間がもっとも多く，彼女らは休日でも内職を続けている，内職には，縫物，和裁，

（３３）



表１． 職業有無別， 平日・休日別主婦の
生活時間 （昭和５４年）
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表３，職業有無別，平日・休日別総労働の比較
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表中の印：△はｌｄ年前より減少，０は少し多くなったか，１０年前とほとんど変らず，◎は１０年前より著しい増加を
あらわす。
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１６．８

１１，３

１１．８

　

３．８

１６．５

１００．Ｏ

　

％

５１．２

１６．２

１１．６

　

５．６

　

１．Ｉ

１５．３

１００．Ｏ

　

％

４２．５

１３．３

１１．Ｏ

１５．３

０．Ｉ

１７．８

１００．Ｏ

　

％

４６．６

１４，２

１０．５

　

６，４

　

０．Ｏ

２１．３

１００．Ｏ

　

％

５５．６

１３，８

　

８，Ｏ

　

７．Ｏ

０．Ｉ

１５．５

１００．Ｏ

　

％

１１．Ｏ

１７．５

１５．５

　

０．Ｏ

　

０．Ｏ

　

６．Ｏ

１００．Ｏ

　

％

６３．Ｏ

　

４．６

２３．４

　

０．３

　

０，Ｏ

　

８．７

１００．Ｏ

　

％

５１，６

１２，Ｏ

１０．９

１１．Ｏ

　

０．Ｏ

１４，５

１００，Ｏ

　

％

５９．８

２２．５

　

８．２

　

０．Ｏ

　

０．Ｏ

１１．５

１００，Ｏ

　

％

２６，Ｏ

１９．６

１８，４

　

６．８

　

６，８

２２．４

１００．Ｏ

洋裁， 保険外務などをあげていた．

　

収入のための時間をみると， 内職の主婦の時間量は，４５年値と比べ， 平日で３時間， 休日で２時

間の増加となった．１０年前には対象にあがってこなかった美容師， 雑貨店などの自営の主婦は， 平

日で１１時間１８分， 休日で， ７時間５１分も働いている．

　

主婦たちの社会的労働への参加が増えているが， 家事との両立は， 重要な課題である．

２． 家事労働時間について

　

家事労働時間は， 表４， ５のように， 職業有無に関係なくすべての主婦について， 負担量の減少
がみられる．

　

平日休日別にみると， 休日には勤務をもつ主婦と， 自営の主婦の家事労働時間が著しく増加し，
１週間にため込んだ家庭の仕事をこなすため， 平日の仕事量の２倍となる． 内職の主婦は平日の

２０％増，無職の主婦だけ，平日より５０分減ってくる．職業をもつ主婦のこの１週間のサイクルは１０

年前と変らない．

　

炊事時間は，台所の合理化がす）み作業が楽になっているにもかかわ，らず，時間量では４５年値と

あまり変っていない． これは， 食事献立の多様化， 弁当づくり， 後片付け時間量の増， 不規則な食

事時間帯などが含まれている．

（３６）
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表５，１０年前の職業有無別，平日・休日別家事労働比率

項

　　　　　

目
平

　　　　

均 無

　　　　

職 内

　　　　

職 勤

　　　　

務

平

　

日 休

　

日 平

　

日 休

　

日 平

　

日 休

　

日 平

　

日 休

　

日

家事労働時間 時分
７．２１

時分
７．００

時分
８，３２

時分
７，０６

時分
５，０３

時分
６，０２

時分
４，０３

時分
９，０３

家事労働比率

炊

　　　　

事

掃

　　　　

除

洗

　　　　

濯

裁縫・編物

育児・教育

そ

　　

の

　　

他

　

計

　

％

４０．Ｉ

１３，２

　

８．６

１３，３

２，１

２２．７

１００．Ｏ

　

％

４３．６

１１′６

　

８．３

　

９．Ｏ

０，９

２６．６

１００，Ｏ

　

％

３７，６

１３，１

　

８，８

１５．３

　

１．６

２３，６

１００，Ｏ

　

％

４６．８

１０，７

　

７．８

６，Ｏ

０，８

２７．８

１００．Ｏ

　

％

４９，８

１３，Ｉ

　

７，３

　

６，Ｏ

３．５

２０，３

１００，Ｏ

　

％

３８．５

１１，９

　

７，８

１８，Ｏ

　

０．Ｏ

２３，８

１００，Ｏ

　

％

４９，４

１５，６

９，１

　

４．９

　

６．２

１４．８

１００．Ｏ

　

％

３３，３

１６，Ｏ

１２，５

１０，７

３，Ｉ

２４，３

１００．Ｏ

衷６．職業有無別，平日・休日別社会的文化的時間の比較

項

　　　　　　

目
平

　　　　

均 無

　　　　

職 内

　　　　

職 勤

　　　　

務 自

　　　　

営

平

　

日 休

　

日 平

　

日 休

　

日 平

　

日 休

　

日 平

　

日 休

　

日 平

　

日 休

　

日
現

　 　

在

①

　

社会的文

　

化的時間

②

　

内 ＴＶ

③

　

①－②

　

時分
△４，２４

　

１，４０

　

２，４４

時分
‘５，３２

　

２，２３

　

３，０９

時分
０６，４８

　

２．１５

　

４，３３

時分
０６，３２

　

２，４２

　

３．５０

時分
金１，４３

　

１，１４

　

０．２９

時分
△４．１７

　

２，０３

　

２，１４

時分
△２．１６

　

１，００

　

１，１６

時分
０６，０５

　

２，２４

　

３，５１

時分
２，２０

１，２２

１，０８

時分
３．２８

０，５１

２，３７

１０

　

年前

①

　

社会的文

　

化的時間

②

　

内ＴＶ

③

　

①－②

５，２８

１．３３

３，５５

６，１７

２，００

４．１７

６．０２

１，４６

４，１６

６，４２

１，５６

４．４６

４，４８

１，１０

３，３８

５．２１

２．０７

２．１４

２，４１

０，４９

１．５２

５，３４

２．０６

３，２８

　　

表中の印：○は１０年より少し多くなったか，ほとんど変らないもの， △は１０年前より減少， 畠は著しい減少をあらわす。

　

無職主婦の洗濯には， １日２回洗濯をするものが多数あり， 調査時期が暑い７月上旬で， 衣服の

汚れも目立ち， 洗濯量が増えたものと思われた，

　

内職の主婦はどの家庭でも， 休日は， 平日より掃除が減って洗濯量が増す．

　

勤務の主婦は，炊事時間の占める比率が高く４５年値と比べ，その割合はより多くなった．平日は

炊事と洗濯（時間帯でみて， 夜洗濯をするもの多い）に重点をおき， 休日には， 家事のすべてを処

理する．勤務主婦の家事労働時間の差は， 家族の世話に使う時間量の違いによる．１０年前にみられ

た裁縫．編物は， 今は時間的反映がない（１）（８）． このことは内職の主婦にもあてはまる．

　

自営の主婦は， 職業の種別， 外食志向によって， 平日と休日の炊事時間に個人差がある．

３． 社会的文化的時間について

職業有無別， 平日休日別の社会的文化的時間を， 表６に示した．

　

無職の主婦の平日と， 勤務の主婦の休日に個人差があったが， 平均してすべての主婦について，

平日休日とも，４５年値に比べ１時間余り減少してきている．

　

社会的文化的時間では， テレビ視聴の占める割合の高いことは知られている通りだが， この時間

を除いて， 無職の主婦の平日， 勤務をもつ主婦の休日で若干多くなっている程度で， 全体として４５

年値に比べ， 伸びは小さい．特に内職主婦の平日の社会的文化的時間は，２９分，テレビを視る時間も

（３７）



清

　

野

　

き

　

み

少ないが， それを除いても極めて少ない．

　

テレビ視聴を除いた休息談話の時間量は， 内職の主婦， 勤務をもつ主婦ともに，４５年値より１時

間から１時間３０分の減少で， それぞれ平日で，５２分，１８分である． もっとも勤務をもつ主婦は，

休日で１時間余り， 休息談話， その他の時間に家族との接触や休養をとり戻しているが， 内職の主

婦には， 休日における回復がなく， 休日も家計補助等のために働いている状況にある．
主婦の教養娯楽は平均で４５年値より減っている． たゞ無職の主婦のみ平日１時間２５分と他より

多い． その場合教養としてあげられていたのは， 手芸， 刺繍である．
交際も，平均の時間量は４５年値と比べ変っていない．しかし勤務の主婦で平日休日とも増加し，

内職の主婦で休日９分と大巾に減少した． テレビ視聴と休息以外， みるべき社会的文化的時間をも

ちあわせ得ない． これが今回調査の特徴のひとつであった．

Ｗ

　

総労働の四分位値について

　

前節では，１人の主婦の背景となる家庭基盤を時間構造に集約，平均化して観察したが，今度は，

主婦の生活実態に今少し接近するため， 総労働の四分位値を求め， その事例を中心に考察を加える

こととする．

　

５４年の調査対象数１１８枚，４５年の調査対象数１３０枚について，総労働の小さいものから大きいも

のへ順次並べて， 四分位値にあたる個票をとり出し， Ｑ，，賜ＺＺ“，Ｑ３にあたる事例を，４５年分につい

ても同様にした． 四分位値にあたる個票が同数， 二種以上の場合， 全部とりあげることにしておい

た．

　

Ｑ．の平日には，内職主婦調査番号⑧，無職主婦調査番号①，休日は，無職主婦調査番号⑥となる．

同様に， 賜ｄれの平日は， 無職主婦⑰， 休日は， 同じ◎， 内職主婦⑳となり， Ｑ３には， 平日に無職主

婦⑰， 内職主婦⑳， 休日に， 無職主婦⑰と⑬となる． これらの個票は点検の際， すでにそれぞれ個

性のあることに注目していたものである．（表７， 参照）

１． 四分位値の総労働について

　

表８でみると， Ｑ，，賜ｄ“，Ｑ３の間に， ほゞ１時間づつの差がある．４５年値に比べ， 無職の主婦が

平日に使う家事労働時間は， 少ないもので１時間３０分， 多いもので，１１時間１０分， 休日には少な

いもので， ４時間５０分， 多いもので１４時間とその中が大きい．４５年値の四分位値と比較すれば，

平日の Ｑ．で２時間５分，肌ｄ７２で１時間，Ｑ３で１時間５０分少なくなった．家事労働の減少は休日に

もあり， Ｑし 賜ＺＺ”で減少， Ｑ３では反対に１時間余り増加した． 休日分のＱ３での増は内職主婦の休

日労働の反映である．

　

こうしてみると総労働の四分位値を左右する要因は， 無職の主婦の家事時間と， 内職主婦の休日

労働の増加の二点をあげることが出来よう．

２． 四分位値の生理的時間について

睡眠時間は， ７時間から８時間と職業有無別の差が明瞭でなく， むしろ平日休日別の差がはっき

りしている．

　

食事時間は一般に，内職主婦の場合少なく，１時間１０分から１時間３０分である．また休日には，
来客， 家族との接触， 休養等から， 食事時間が３時間前後に延長する傾向がみられた．

（３８）
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表７。 総労働四分位値の事例一覧

四

　

分 位 値 Ｑ， Ｍｄｎ Ｑ３

平日・休日別 平

　　　　　　

日 休

　

日 平

　

日 休

　　　　　　

日 平

　　　　　　

日 休

　　　　　　

日

事 例

　

番 号 内職⑧ 無職① 無職⑥ 無職⑰ 無職⑰ 内職⑭ 無職⑰ 内職⑲ 無職⑰ 内職⑲

１， 睡

　　　

眠

２， 食

　　　

事

３，身

　

仕

　

度

４， 通

　　　

勤

５， 勤

　　　

務

６， 内

　　　

職

７， 自

　　　

営

８， 炊

　　　

事

９，掃

　　　

除

１０， 洗

　　　

濯

１１，裁縫・編物

１２．育児・教育

１３， そ

　

の

　

他

１４，

　　

ＴＶ

１５，休息．談話

１６， 雑

　　　

用

１７，教養・娯楽

１８， 交

　　　

際

１９， そ

　

の

　

他

７時
２，００

１，００

０，００

０，００

６，３０

０，００

４，３０

１，００

１，００

０，００

０，００

Ｌ

　

ＯＯ

０，００

０，００

０，００

０．００

０，００

０，００

８曳矛
１，４０

０，５５

０，００

０，００

０，００

０，００

４，３５

１，００

１，００

０，００

０，３０

１，００

０，２０

１，００

０，００

２，００

２，１０

０，３０

，竺曾
１，００

０，３０

０，００

０，００

０，００

０，００

４，３０

１，００

０，００

０，００

０，００

６，３５

２，００

０，４０

０，００

０，００

０，００

０，１５

７一

２，００

０，２０

０，００

０，００

０，００

０．００

３，００

１，００

０，００

０，００

０，００

１，００

４，３０

０，３０

０，１０

０，００

０，００

４，００

，竺矛
３．３０

０，３０

０，００

０，００

０，００

０，００

４，３０

０，４０

０．００

０，００

０．００

２，００

３，１０

０．５０

０，３０

０，００

０．３０

０，５０

呼ぶ
１，３０

０，５０

０，００

０，００

８，３０

０，００

１，５０

０，５０

１，００

０，００

０，００

０，００

０，００

１，３０

０，００

０，００

０，００

０，００

時分
８，３０

２，００

０．３０

０．００

０，００

０，００

０，００

２，１０

１，５０

０，００

０，００

０，００

２，１０

１，１０

０，００

０，００

２，００

３，００

０，００

兎ず
１，３０

０．３０

０，００

０．００

９，５０

０，００

０，５０

０，００

０，００

０，００

０，０６

１，００

１，１０

０．００

０，３０

０，００

１．３０

０，００

きず
３．１０

１，１０

０．００

０，００

０，００

０，００

２，５０

１．２５

０，４５

１．００

０，４０

２，００

１．３０

０，２０

０．００

１，００

０，００

０，００

きざ
１，１０

１，００

０，００

０，００

９，１０

０，００

１，３０

０，３０

０，３０

０，００

０，００

１，００

１，１０

０，００

０，００

０，００

０，００

０，００

備

　　　　

考

和裁を内
職として
おり，休
日も３時
間働く。

ゴミ処理
掃除，洗
濯をーし
ょに行動，
美容体操。

１３は， 買
物４時間，
記帳など
２時間。

９はラジ
オを聴き
ながら，
１３は風呂
たき，１９
は庭の手
入。

１８は通院
と， その
帰途の交
際。

１７は刺し
ゆう。平
日に倍の
時間にな
る。

表８。 平日・休日別， 総労働四分位置

項

　

目
平

　　

，

　　　　　　　　　　　　

日 休

　　　　　　　　　　　　　　

日

現

　　　　　　

在 １０

　　

年

　　

前 現

　　　　　

在 １０

　　

年

　　

前

四分位置 事

　　

例 その平均 事

　　

例 その平均 事

　　

例 その平均 事

　　

例 その平均

Ｑ．
Ｎ【ｄｎ

Ｑ３

８時２５
分

１１，４０

１４，００

６時２５
分

１１．３５

１３．２８

９時・５
分

１０，５５

１３．００

７時５９
分

１０，５２

１３．１３

７時・

８，５０

１１．２０

６時２５
分

８．５０

１４，２８

８時ｏｏ
分

９，２０

１１．１０

６時・２
分

９．１０

１２．３２

（３９）
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身仕度の時間については，総労働に関係なく３０分がもっとも多い．入浴時間を入れる場合，２０分

から３０分長くなる．

３． 四分位値の家事労働時間について

総労働の小さいもの程炊事時間の比率が高くなる．平日で４時間３０分程度炊事に配分される．総

労働の大きいＱ３では， 短かくなり， 職業有無別に差があった．

　

ゴミ処理を含む掃除は，平日の勤務主婦がもっとも少なく１０分位であったが，総じて職業有無別

の差がなく，４０分から１時間２５分の間の時間量である． 平日休日別の差は， Ｑ３でみ
られた．

　

洗濯は総労働の小さいＱ，で，アイロンかけを含む修理の時間量多く，内職主婦の平日，無職主婦

の休日で洗濯をしないものがあった．洗濯機が普及している今日（１），掃除との重複行動をとるも

のが大多数である． なかにはラジオを聴きながらというのもいた．

裁縫・編物は， ほとんどの主婦がしない． ただ無職主婦の一部に小物づくりがみられた．

育児・教育に要する時間は少ない． 子供の話し相手などと記入されていたのは，
無職の主婦の平

日にあった．

　

その他には， 買物， 家族サービス， 家族の就寝の支度， 風呂たき， 家計簿記帳などが含まれてい

るが， Ｑ３の無職の主婦では， 買物に時間をかけ， 家族サービス， 家計簿記入となっていた．

４． 四分位値の社会的文化的時間について

　

無職主婦のテレビ視聴の高いことは知られている通りだが， 総労働が大きくても， テレビ視聴の

少ない主婦は， 手芸教室に通う， 手芸をする， 社会学級， 学級会へ参加する．Ｑ，のところでは，
美

容体操をするなどと， 家庭外に人間関係を求め， 関心をむけ， 炊事時間を出来るだけ合理化しよう

とする傾向がある．

　

これに対し内職主婦は， 出来るだけ内職に集中しようとする実態である．

　

ところで，総労働の四分位値で分類した事例には，勤務をもつ主婦や自営の
主婦は抽出されなかっ

たので，ＭＺＺ７２に近い勤務主婦，調査番号⑩をみると，休日では，炊事，３時間
１５分，掃除，１時間，

洗濯４５分などと，無職主婦の平日に等しくなる．自営の主婦，調査番号⑦では，勤務
主婦と反対に，

休日の炊事時間を１時間半に節約し洗濯１時間， 裁縫や補修に２時間， その他買物等２時間という

ように， １週間の家事労働をし， その上， 交際などに約２時間を使い， 通常の家
庭生活の活動を－

挙にとり戻すといった具合である．

Ｖ

　

休養率について

　

総労働を中心に， 職業有無別， 平日休日別の主婦の生活時間構造をみたが， 職業の有
無によって

も， 平日休日別によっても多様な構造であることが分かった． 主婦の背景となる
生活基盤と， 志向

する生活目標あるいは人間観， 生活観によって， 実際の１日， あるいは１週間は， より複雑な有機

的な状況におかれるに違いない． そのうち， 主婦が， 自己と家族の安全と発展のために
考え， 工夫

し， よって積極的に人生を生き抜くためには， その源動力となる休養率を高めなければ
ならないだ

ろう． 表９は， それの一覧である．

表９によって，１０年間の変容は明らかにされる．平日休日別の生活のしくみがあり，４５年値に
比

べ休養率は小さくなった．職業有無別に無職主婦だけが，平日も休日も休養率が高く
なったものの，

（４０）
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表９．職業有無別，平日・休日別休養率の比較
項

　

目
平

　　　　

均 無

　　　　

職 内

　　　　

職 勤

　　　　

務 自

　　　　

営

平

　　

日 休

　　

日 平

　　

日 休

　　

日 平

　　

日 休

　　

日 平

　　

日 休

　　

日 平

　　

日 休

　　

日
現

　

在 ０，９０ １，５２ １，７５ ２．０８ ０．８９ １，３８ ０．８５ １，１６ １．１３ １，７３

１０
年前

１，２１ １，６２ １．３６ １，７０ １．０６ １．５４ ０，７１ １，２９

増
減
回 △一０．３１ △０，１０ ０．３９ ０，２８ △０，１７ △一０．１６ ０，１４ △一０，１３

内職主婦の平日休日， 勤務の主婦の休日の休養率は小さくなってきている． さきに述べた生活の課

題がより鮮明になってきているときだけに， 休養率の減少は問題が大きい．

班

　

要

　　　

約

　

生活時間構造は生活の時間的経過を主要因として分析する． 主婦の就労が， 家事労働時間に大き

く影響し， １日あるいは１週間の生活のしくみを変化させる． 家政学の分野では大規模な調査とさ

れていた，地方別・都市規模別主婦の生活時間調査を４５年値として比較しながら，主婦の職業有無

別， 平日休日別に， 生活時間構造を検討した． この際， 全労働時間（家事労働十収入のため）の四

分位値を求め， トータルな指標には休養率を使った．

　

結果は，

　

①

　

４５年値に比べ， 平日の総労働が増え， 平日休日とも休養率が減少した． たゞし， 無職の主婦

のみ， 総労働， 実際は家事労働が減少し， 休養率も増した．

　

②

　

家事労働時間の平均は，４５年値に比べすべての主婦で１時間３０分の減少となった．たゞし職

業有無別の差が大きい． 無職主婦でも家事労働時間に差があり， 家族人数の多い場合や， 縫物， 家

庭菜園， 庭の手入れなどの場合には１１時間に及ぶものもあった．

　

③

　

一般に食事時間が増えてきた． それは， 夫の勤務時間， 子供のアルバイトなどにより， 家族

の食事時間が分断され主婦自身の食事時間も増していくことと，来客，家族団らんのためとがある．

　

④

　

社会的文化的時間が減少してきた． テレビ視聴時間の減少もさることながら， それにも増し

て， 総労働の増加， 休養率の低下， 睡眠時間の固定， テレビに求める文化的欲求充足の状況などが

すべて関連している． 家族数の少ない休養率の大きい無職主婦の生活のし方は， 検討に値する。

　

⑤

　

内職， 自営（規模は小さく単独か， 家族で）の主婦は， 斬増傾向にあり， とりわけ内職をす

るものが多くなっている．４５年値に比べ， 平日３時間， 休日で２時間以上も多く働き， 総労働時間

が多く， 休養率はもっとも ・さい。

　

⑥

　

勤務をもつ主婦は， 平日の休養率が低く， 休日には， 平日の２倍量の家事労働をする． この

サイクルは， ４５年値と変っていない，

　

昭和３５年以降家事労働時間は減少を続け（１），（２），（３）， 昭和４５年の調査（６），４６年調査

（４） でも， また今回の場合でも減少傾向にある。 しかし， 平均の休養率は多くなっていない． 内

職の主婦の例にみるように， 休日も労働日となる場合と， 一方無職の主婦のように， 休養率がます

（４１）



清

　

野

　

き

ます大きくなり， それも主婦を一括して把え切れない多極性をはらみつ）進行するという場合とが

みえた． これらは全国的傾向とも一致しよう（１），（５），
（８）．

　

今までは， 主婦の人格上の拘束の程度（４） を， 非拘束時間として考察してきたが， 現在同様の

方向を志向する見解も多い（５），（７），（８）．休養率をとりあげたのもそのためであった． なお，

函館市で内職主婦のような深刻な生活維持活動が現れたのは，昭和５１年の造船不況がその要因では

ないか． なお研究対象を拡げ， 家庭経営上の検討を続けることとしたい．

　

終りに， 集計に際し， 本学数学科教育中川正教授， 本学家政専攻生和泉弘美， 平田久美子さんの

協力を得た． ここに感謝の意を表し， 調査の対象となった函館市Ｍ中学校の先
生， 生徒， そして母

親の皆さんにはお礼を申し上げる．
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